
国民生活

・日々の天気予報に不可欠
・お茶の間に根強く浸透

安全・安心な国民生活・社会経済活動に不可欠な社会インフラ

防 災

・台風の監視(特に洋上は唯一の手段）
・観測データはスーパーコンピュータによる
数値予報で処理され、
予報・警報の基盤と
なっている。

国際貢献

・世界気象機関（WMO）における
世界的な観測網の一翼を担う

・地球環境の監視
（地球温暖化、黄砂）

産業・交通安全

・農業、観光等の各種産業に
おける基盤情報として利用
・航空機、船舶等の安全で経
済的な航行に寄与

静止気象衛星「ひまわり」の役割 資料２
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静止気象衛星 ひまわり８号・９号

ひまわり8号を2014年10月7日に打ち上げ、2015年7月7日から観測運用。2022年から待機予定。

ひまわり9号を2016年11月2日に打ち上げ、2017年3月10日から待機運用。2022年から観測運用予定。

ひまわり9号は2029年に設計上の寿命を迎える。

今後とも、宇宙基本計画に基づき後継機を切れ目なく整備し、将来にわたり万全な観測体制を構築。

（年度） 2005
H17

2006 2007 2008 2009 2010
H22

2011 2012 2013 2014 2015
H27

2016 2017 2018 2019
R元

2020 2021 2022 2023
R5

2024 2025 2026 2027 2028
R10

2029

運輸多目的衛星新１号

ひまわり６号
運輸多目的衛星新２号

ひまわり７号

ひまわり８号
ひまわり９号

衛星運用（PFI）

衛星打上げ

後継衛星

待機

衛星製作

衛星製作

一
括
調
達

打上

地上設備製作等

待機

【防災のための監視機能】
台風や集中豪雨等の観測情報をより精密によ
り早く提供

【地球環境の監視機能】
海面の温度、海氷の分布、大気中の微粒子等
を対象とした観測をより高精度に実施

効
果

打上げ（８・９号一括契約）

待機観測

観測

観測 待機

観測 待機

★ 解像度を２倍に強化

★ 観測回数を６倍に増加

白黒画像

な し

１０種類の画像３種類の画像

短い 長い
波

長

ひ
ま
わ
り
８
号

ひ
ま
わ
り
７
号

可視域

（人の目に見える）

近赤外域

（人の目に見えない）

赤外域

（人の目に見えない）

★観測種別を３倍に増加

RGB

カラー合成
３原色画像

【ひまわり８号・９号の観測センサ（測器）の機能】

打上

衛星運用等

待機

（日本域：30分間隔→2.5分間隔）

地球の丸い画像を１時間に１回

地球の丸い画像を１時間に6回

大幅増

長い

※2019年度、後継機に向けた技術動向調査に着手

現行衛星（ひまわり８号・９号）の計画

衛星製作 打上
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解像度の向上
より小さな気象現象を捉え

ることが可能に！

観測回数の増加
より詳細に天気の変化を捉

えることが可能に！

観測画像の種類の増加
これまで見えなかった対象が見えるように！

ひまわり
８号・９号

可視 0.5km、1km
赤外 2km

１時間に６回

領域観測：
日本付近及び
台風は2.5分毎

赤緑青

３種類になり
カラー画像の
作成が可能に！

新たに近赤外線も含めて
１３種類に

判別が難しかった現象の
観測が可能に！

ひまわり８号・９号の性能向上
初号機 ２号 ３号 ４号 ５号

分解能（解像度）

可視
赤外

1km
4km

1.25km
5km

1.25km
5km

1km
4km

0.5km
2km

６号 ７号 ８号・９号

観測頻度
３時間ごと

白黒

１時間ごと

白黒

全球 １時間ごと
半球 ３０分ごと

白黒（フルディスクと
ハーフディスク）

１０分ごと＋領域観測

カラー
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海外気象機関向けのひまわりデータの提供

【観測データの提供】（令和元年7月時点）

●ひまわりクラウド
インターネットによるデータ提供

●ひまわりキャスト
衛星通信を利用してデータ配信
比較的安価な受信システム

●東アジア・西太平洋地域の
防災対応に大きく貢献

ひまわりキャスト受信設備

自国整備 12
WMO支援 14
JICA支援 6

ひまわりクラウド（地上回線）

24 ユーザー
（欧州気象衛星研究開発機構を含む）
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ひまわりの利用、海外展開・支援

海外支援

●世界気象機関（WMO）や国際協力機構(JICA）との協力支援により、
開発途上国や島嶼国（計２０か国）の気象機関が「ひまわりキャスト」の
受信システムを導入。

●各国への気象庁専門家派遣による研修
様々な種類の画像の特徴と利用方法、実例を用いた衛星画像解析
などのセミナー、講義及び実習を実施。

ハードだけでなく、ソフト（研修）を含めたパッケージによる支援

タイ
トンガ

モンゴル
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ひまわり８号による多バンド化の効果

台風強風域の監視

RGB各種RGB画像による気象実況監視

積乱雲域の監視
霧域の監視

海面水温解析への利用

推計気象分布（天気判別）

ダストRGBによる
黄砂・火山の監視

トゥルーカラー再現画像の提供

使用バンド：B3,B7,B13,B15,B16

使用バンド：B3,B4,B5,B7,B13
使用バンド：B3,B8,B10,B11,B13,B15,B16

使用バンド：B1～B16

使用バンド：B1,B2,B3,B4,B13

使用バンド：B11,B13,B15

使用バンド：B11,B13,B14

使用バンド：B3,B7,B8,B10,B13

気団解析

雪・霧判別

対流雲判別



気象衛星「ひまわり」のデータ量（概算）

ひまわり8号：

ひまわり初号機の約 400 倍

ひまわり７号の約 50倍

1日 約430GB
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静止気象衛星「ひまわり」と主な災害

沖永良部台風

1995
H7

2015
H27

2018
H30

2000
H12

2005
H17

2010
H22

1980
S55

1985
S60

1990
H2

1958
S33

1975
S50

ひまわり
うちあげ

2号 3号 4号 5号 6号 7号 8号 9号

ひまわりによる初の台風観測画像

平成30年7月豪雨

広島県でみられた線状降水帯の例
広島県広島市安芸区榎ノ山川

における土砂の流入鬼怒川の堤防決壊による氾濫期間内の総降水量分布

イ メ ー ジ ャ の 高 度 化 に 伴 い 台 風 の 監 視 性 能 も 向 上

伊勢湾台風50年連絡会HPより

伊勢湾台風（昭和34年）
死者・行方不明者数5098人

死者8人、住家7千棟全半壊 死者・行方不明者数232人

台風による陸上最低気圧を記録

平成27年9月関東・東北豪雨

50  100 200  300 400 500  550  600 (mm)

報道発表（平成２８年６月１５日）より
台風進路予報における予報円の改善

ひまわりによる観測で
台風の監視はできてい
るが、近年災害が多発
する線状降水帯の予測
には下層の水蒸気観測
が不可欠



主局
アンテナサイト
(埼玉県鳩山町)

主局
データセンター
（東京都板橋区）

気象庁
気象衛星センター
（東京都清瀬市） 気象庁

大阪管区気象台
（大阪府大阪市）
※バックアップ利用者

・防災関係機関、報道機関など
・外国の気象機関など

観測、
通報局
データ

観測、通報局データ

局制御、測距、
テレメトリ、

コマンド

観測、通報局データ 観
測
、
通
報
局
デ
ー
タ

副局
アンテナサイト/
データセンター
(北海道江別市)

９号

８号

①観測計画
の策定 ②観測

③観測データ
の処理・解析

観測データ

の送信

PFI事業の
対象部分

衛星運用

観測データ
等受信

軌道制御

テレメトリ
受信・解析

観測指示
の送信

★PFI方式の導入範囲

※主局・副局とも
２衛星対応

観測指示

★観測データ等の流れ

ひまわり８号・９号の運用体制～PFI方式の導入～

PFI
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宇宙基本計画における工程表

平成31年度（２０１９年度）以降の取組（赤字部分）

 ひまわり８号・９号の２機体制によって、静止気象衛星による観測を継続して実施する

とともに、台風・集中豪雨等の監視など、国民の安全・安心に欠かせない衛星データの
利活用を引き続き行う。

 ひまわり８号・９号の後継の静止気象衛星は、遅くとも２０２３年度までに製造に着手し、
２０２９年度頃に運用を開始することを目指す。

 ２０１９年度より、静止気象衛星の後継機の性能・仕様等の多様な事項の検討の基礎と
するため、国内外の技術動向の調査を進める。 10


